




   旧制高等学校講師エーバースマイアーの見た四国 



















                                                   
1 荒井訓「終戦前滞日ドイツ人の体験（４）―『終戦前滞日ドイツ人メモワール聞き取り調査』、『文化
論集』第 17号、2002年。この論文は Franziska Ehmke und Peter Pantzer in Zusammenarbeit mit dem 
Japanischen Kulturinstitut Köln (Hg.)：Gelebte Zeitgeschichte: Alltag von Deutschen in Japan 
1923-1947. München (Iudicium) 2000.を元にしている。 
2 上田和夫・荒井訓『戦時下日本のドイツ人たち』集英社（新書）、2003 年 
3 エーバースマイアーの Bochumer Jahrbuch zur Ostasienforschung における著作一覧 
Bd. 8 1985: Bernd Eversmeyer: Japan nach Kapitulation. Eindruecke and Begegnungen aus den 
Jahren 1945-47 
Bd.5 1982: Bernd Eversmeyer: Ein Besuch bei Tanabe Hajime. Briefe an einen Ungenannten, 
Karuizawa, den 8.8. 1959 











ブラッシュ、フリッツ S. 大正 13年 4月～大正 14 年 3月  
ボーナー、ヤーコプ G.  大正 14年 4月～昭和 3年 4月 
ヴェーデル、マックス  昭和 3年 4月～昭和 6年 3月 
コンラディー、アレキサンダー  昭和 6年 4月～昭和 13年 3月 
ビンケンシュタイン、ロルフ  昭和 13年 9月～昭和 14年 1月 
エーベルスマイアー、ベルント  昭和 14 年 1月～昭和 16 年 11 月 
クリストファース、ジークフルート  昭和 16年 11 月～昭和 20 年 5月 











                                                                                                                                                     
Bd. 13 1989: Bernd Eversmeyer: “Ein Gefaerlicher Herr”. Sugawara no Michizane im Urteil eines 
Zeitgenossen und in spaeterer Sicht. 
Bd. 15 1991: Bernd Eversmeyer: Der Taifun und die Nichtsnutzigkeit der Propaganden 
なお、エーバースマイアーの東京独逸学園時代については、Nachricht vom Tod des früheren 
Schulddirektors der Deutschen Schule. In: Tokyo aus “Freunde”, Juni 1998. がある。 
4 参考、クルト・ブラッシュ『禅画』二玄社、1962年、クルト・ブラッシュ『禅画と日本文化』木耳社、
1975年。このうち『禅画と日本文化』には「秘仏」（初出、『銀弥会月報』第 5号 1973 年 1月）が再録さ
れていて、高知の竹林寺の文殊菩薩について述べている。またクルトの追悼文集『ブラッシュさん』（ケー・
ブラッシュ商会、1974年）には、高知時代の一家の記念写真が載っている。 






































この校歌は同窓会員が愛唱する歌であるが、大正 11 年開校以来昭和 5 年に至るま
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 Wo der Freiheits-Himmer gränzt, 
   Am dem nahen Südsee-Strand, 
   Ewig wälzt die Woge sich, 
   Mit erhabenem Klang, 
   In des ew’gen Sommers-land, 
   Fließt die wackern Gottes-blut, 
   Durch die Adern seiner Sohne, 
   Frisch und freudig immerdar. 
（同書、474 頁） 
 
ここではボーナーがいたのは「大正 11 年開校以来昭和 5 年に至るまでの間」とされて













































レン州ビーレフェルト生まれで、1939 年から 1941 年まで、ＤＡＡＤ（ドイツ学術交流
会）派遣で、旧制高知高等学校ドイツ語教師、1941 年から 1945年まで京都の独逸文化




1989 年に Bochumer Jahrbuch zur Ostasienforschung. Bd. 13 に発表していている
“Ein Gefährlicher Herr”. Sugawara no Michizane im Urteil eines Zeitgenossen und 
in späterer Sicht.という論文には、後に旧制高知高校の教え子だった細井宇八氏（徳
島出身）による訳が出ている（『危殆の士 ある同時代の人の判断と後世から見た菅原
                                                   
6 『南溟』創刊号、1974 年 




エーバースマイアーはさらに 1996 年 4 月に、「藤原保則伝」（三善清行著）を博士号
請求論文としてフンボルト大学に提出している。これは翌年、Japonica Humboldtiana 
Band 1. 1997に掲載された。 
細井氏によるエーバースマイアーの経歴は、以下の通りである。 
 
1906年 4月 4日：ヴェストファーレン州、ビーレフェルト生まれ。4人兄弟の末っ子 
  同地の Ratsgymnasium 卒業後、キール大とチュービンゲン大でドイツ文学とイギリ
ス文学を専攻 
  卒業後、ギムナジウム教師 
1935～36年：DAAD（ドイツ交換教授）として、イギリスに赴任 
1937年 3月 30日：Elise Beckerと結婚 
1939～41年：DAAD として、日本へ派遣される。高知高等学校へ赴任 
1941～45年：京都のドイツ文化研究所所長に赴任、研究所の運営の責任者となる 
1947～57年：ドイツ帰国。ビーレフェルトの母校 Ratsgymnasium で教鞭 
1957～65年：再来日。東京独逸学園校長 
1965～71年：ドイツ帰国。ボッフムの Goethe-gymasiumで教職 
1965年～：Rotary Club Bochumに入会 
1971年から数年間：ボッフムのルール大学東亜科学研究室で日本学専攻 
1987 年 11 月～12 月：夫妻で高知高等学校創立 65 周年記念祭に来賓として出席。その
後、徳島経由で、京都、東京を訪れる 
1989年 7月：ボッフムのルール大学教授ブルーノ・レ―ヴィン先生の 65歳誕生祝賀論
文集に論文”Ein gefährlicher Herr を寄稿。Bochumer Jahrbuch zur Ostasienforschung 
1989に掲載される。 
1996 年 4 月：「藤原保則伝」（三善清行著）が博士号請求論文としてフンボルト大学の
日本学紀要に掲載決定。翌年、Japonica Humboldtiana Band 1. 1997 に掲載 
1998年 1月 17日：ボッフムの病院にて他界 
 
ちなみに、彼には三人の子供がいた。長女 Christiane（1938～ ボッフム生まれ）、

































イエンス、Lは文学）に分かれ、さらに英語を第 1外国語とする Aとドイツ語を第 1と















































                                                   
9 ただ、これが書かれたのが戦後であるため、エーバースマイアーとナチスとの関係については、後述す
るように、日本でも親ナチス的活動をしていたので、鵜呑みにすることはできないだろう。 



























裏付けるかのように思える。L’ame du vieux Japon a survecu a la defaite(古えの
日本の魂は敗北を生き延びる) (BJ7,368)とこの文章を結ぶ。 
 





























































ム年鑑』第 5 巻（1982 年）にエッセイで書いている。ただ、エーバースマイアーは戦
時中にナチスのプロパガンダにも一役買わなくてはならなかった。阪神ナチス婦人会の





















                                                   





1989年発表の“Ein Gefärlicher Herr”. Sugawara no Michizane im Urteil eines 
























                                                   
12 同書、179頁。 なお、エーバースマイアーが後に所長を務めた独逸文化研究所の雑誌『独逸文化研究会
年報』1940年～42年（Berichte der Deutschkundlichen Arbeitsgemeinschaft im Deutschen 
Forschungsinstitut Kyoto）には、高知時代にすでにエーバースマイアーも 「高知高等学校講師」とし
て「映画と演劇」という記事を投稿している。雑誌全体の目次の題名を見ると、第 1巻（1940年）に「ニ
ーチェとナチスの歴史観」（若林光夫［第三高等学校教授］）や「獨逸第三国家の演劇」（杉野昌甫［上智大
学教授・早稲田第一高等学院講師］）、第 3巻（1942年）に「獨逸の国防国家」（黒田覚［京都帝大教授］）
や「ナチス政策に於ける人間的立場」（中川輿之助［京都帝大助教授］）などがあり、ナチスに迎合してい
るような記事も見うけられる。 
28 
 
究に精進できたのである。彼の目を通して徐々に戦時体制になりつつある地方都市の状
況を知ることもできよう。 
一方で、彼自身が政治的・公的な存在と私的な存在の二面性を抱えながら生きざるを
得なかったことを知ることもできた。戦争前の日本の地方都市にあって微妙な立場に置
かれた外国人の目を通して迫りくる戦争の姿を垣間見ることもできる点で、彼の残した
四国高知の記録は貴重であるといえよう。「異文化から照らし出され四国」の例として
価値があるものと思い、ここに報告した。 
